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(2)広報 やまなかこ２０１４. １０月号

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
封
入
式
、
演
奏
会
を
実

施
し
て
、
意
義
あ
る
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

同
じ
く
７
月
に
は
、
オ
ー
ガ
ス
タ

キ
ャ
ン
プ
２
０
１
４
、
ア
マ
バ
ン
・

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、

８
月
に
入
り
、
き
ら
ら
祭
り
、
俳
句

大
会
、
遠
藤
実
財
団
歌
謡
コ
ン
サ
ー

ト
、
更
に
は
９
月
９
日
、
敬
老
会
を

50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸
術
の
秋
を
迎

え
、
今
後
も
村
民
体
育
祭
、
文
化
祭
、

ぐ
る
り
ん
ウ
ォ
ー
ク
等
、
イ
ベ
ン
ト

が
多
数
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

50
周
年
の
気
運
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
、
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

　　

庁
舎
改
修
で
、
ご
迷
惑
を

　

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

役
場
庁
舎
改
修
工
事
に
つ
き
ま
し

て
は
、
契
約
工
期
の
平
成
26
年
度
末

に
対
し
、
現
在
ま
で
順
調
な
進
捗
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
か
ね
て
か
ら
検
討
し

て
い
ま
し
た
、
村
民
の
皆
様
の
代
表

で
あ
る
議
員
各
位
の
議
会
活
動
の
中

心
拠
点
と
な
る
議
場
に
つ
い
て
も
、

光
船
協
会
山
中
湖
支
部
に
よ
る
利
用
者

へ
の
誓
約
書
の
記
入
な
ど
の
対
策
が
図

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
９
月
に
も
、
事
故
が
起
こ
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
昨
日
、
関
係
者
の
ご
出
席

を
い
た
だ
き
、
山
中
湖
村
水
上
安
全
対

策
協
議
会
を
開
催
し
、
自
主
ル
ー
ル
を

作
る
な
ど
、
静
穏
な
状
況
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
対
策
を
協
議
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
安
全
で
安
心
な
湖
の
利

用
に
つ
な
げ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　　

土
砂
災
害
に
警
戒
を

　

日
本
各
地
に
お
い
て
は
、
大
雨
に
よ

る
被
害
も
こ
の
夏
に
発
生
い
た
し
ま
し

た
。

　

特
に
広
島
県
の
土
砂
災
害
は
、
土
砂

災
害
警
戒
区
域
な
ど
が
多
く
指
定
さ
れ

て
い
る
本
村
に
お
い
て
も
、
大
い
に
教

訓
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
重

く
受
け
止
め
て
い
る
所
で
す
。

　

数
十
年
に
１
度
と
い
わ
れ
る
よ
う
な

気
象
状
況
を
、
た
び
た
び
耳
に
す
る
よ

う
に
な
り
、
短
時
間
に
局
地
的
に
集
中

し
て
降
雨
と
な
る
事
例
が
慣
例
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
の
危
機
感
を
持
っ

て
、
防
災
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
性

を
感
じ
る
次
第
で
す
。  

    

地
域
創
生
策
に
注
視
し
な
が
ら
、

    

自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

　

さ
て
、
国
政
で
は
第
２
次
安
倍
改
造

内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

重
点
課
題
と
し
て
、
従
来
か
ら
の
経

済
再
生
に
加
え
、
地
方
創
生
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
政
策
の
内
容
を

注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
や
地
域
活
性
化
な

ど
、
地
方
部
に
共
通
す
る
課
題
に
対
す

る
効
果
的
な
取
り
組
み
は
、
ど
の
よ
う

に
示
さ
れ
る
の
か
と
期
待
さ
れ
る
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
一
方
、
消
費
増
税
や

法
人
税
の
実
効
税
率
の
引
き
下
げ
な

ど
、
個
人
の
消
費
活
動
の
抑
制
に
よ
る

観
光
面
や
本
村
の
税
収
減
に
よ
る
財
政

面
へ
の
影
響
等
、懸
念
さ
れ
る
課
題
も
、

そ
の
判
断
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
が
就
任
以
来
、
掲
げ
て
お
り
ま
す

「
力
強
く
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
」「
地

域
に
根
ざ
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
現
こ
そ
が
、
今
必
要
と
さ
れ

て
い
る
と
強
く
感
じ
る
次
第
で
す
。

　

村
民
総
参
加
に
よ
る
村
民
主
役
の
村

政
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
、
議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆
様

に
は
、
村
政
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。

　（
９
月
10
日
時
点
の
所
信
で
す
の
で
、

そ
の
後
、
実
施
や
決
定
し
た
事
項
が
あ

る
点
を
ご
承
知
願
い
ま
す
。）

必
要
箇
所
に
手
を
入
れ
る
べ
く
関
連
予

算
を
今
定
例
会
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
庁
舎
２
階
の
改
修
部

分
が
概
ね
終
了
し
、
終
了
エ
リ
ア
に
は

こ
れ
ま
で
１
階
に
あ
っ
た
事
務
室
の
一

部
が
、
７
月
中
旬
に
引
越
し
し
ま
し
た

が
、
１
階
で
の
工
事
が
開
始
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
役
場
庁
舎
の
中
央
玄
関
を

立
入
禁
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
入
口

は
役
場
東
側
か
ら
の
ご
利
用
に
限
定
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

入
口
が
分
か
り
に
く
い
上
に
、
こ
れ

ま
で
の
各
課
の
配
置
が
大
き
く
変
わ

り
、
ま
た
２
階
に
多
く
の
課
が
集
中
し

て
い
る
た
め
に
、
庁
舎
ご
利
用
の
皆
様

に
は
、
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
い
ま
す
が
、
工
事
完
成
見
込
み
と
な

る
12
月
末
ま
で
の
間
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

水
上
安
全
の
確
保
に
つ
い
て

　

こ
の
夏
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
山
中

湖
で
は
水
上
バ
イ
ク
の
事
故
が
続
い
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

山
中
湖
の
水
上
利
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、
山
梨
県
の
「
富
士
五
湖
の
静
穏
の

保
全
に
関
す
る
条
例
」
が
改
正
さ
れ
、

「
航
行
届
」
な
ど
の
効
果
に
よ
る
適
正

な
利
用
に
期
待
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
７
月
末
に
事
故
が
発
生
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
富
士
五
湖
観

村
議
会
９
月
定
例
会　

村
長
所
信
・
提
出
案
件

　

山
中
湖
村
議
会
第
３
回
定
例
会

（
９
月
）
に
あ
た
り
、
村
長
か
ら
村

政
運
営
に
関
し
て
の
考
え
方
と
、
議

会
に
提
出
さ
れ
た
案
件
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
掲

載
し
て
、
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

村
長
所
信
（
抜
粋
）

 

村
名
変
更
50
周
年
事
業
に
つ
い
て

　

去
る
７
月
１
日
（
火
）
に
開
催
し

ま
し
た
山
中
湖
村
村
名
変
更
50
周
年
の

記
念
事
業
の
メ
イ
ン
事
業
で
あ
る
記
念

式
典
で
は
、
山
梨
県
知
事
を
は
じ
め
来

賓
各
位
と
多
数
の
村
民
の
皆
様
の
ご
列

席
の
も
と
、
山
中
湖
村
表
彰
条
例
に
基

づ
く
功
労
者
表
彰
お
よ
び
善
行
表
彰
、

村
政
へ
の
特
別
な
ご
貢
献
に
対
す
る
感

謝
状
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
共

に
、第
２
部
で
の
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
、

  

議
会
提
出
原
案
（
概
要
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　



(3) 広報 やまなかこ２０１４. １０月号

　　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

　

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
指
標

　

に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
健

全
化
判
断
の
指
標
に
つ
い
て
報
告

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

山
中
湖
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設

　

お
よ
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

　

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

　

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

山
中
湖
村
家
庭
的
保
育
事
業
の

　

設
備
お
よ
び
運
営
に
関
す
る

　

基
準
を
定
め
る
条
例
制
定
に

　

つ
い
て

　

山
中
湖
村
放
課
後
児
童
健
全

　

育
成
事
業
の
設
備
お
よ
び
運
営

　

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　

 

制
定
に
つ
い
て

　

こ
の
３
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の
施
行
に

伴
い
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
を
実

施
す
る
各
施
設
の
運
営
に
関
す
る

基
準
等
を
定
め
る
も
の
で
す
。

  
議
会
提
出
原
案
（
概
要
）

　

山
中
湖
村
税
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
よ

り
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　　

山
中
湖
村
下
水
道
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
、
使

用
料
の
計
算
方
法
を
簡
易
水
道
料

金
と
同
一
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　　

平
成
26
年
度 

山
中
湖
村

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

〈
歳
入
〉

・
国
庫
支
出
金

 （
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整

   

交
付
金
）　　

   

１
，
０
３
０
万
円

・
基
金
繰
入
金

 （
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
）

　
　
　
　

    

５
，
４
９
８
万
５
千
円

・
特
別
会
計
繰
入
金

 （
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
入
金
）

　
　
　
　
　
　

    

２
２
９
万
４
千
円

〈
歳
出
〉

 

総
務
費

・
一
般
管
理
事

務
経
費

 

（
職
員
人
件
費
の
追
加
費
用
負
担
金
）

　
　

                     

１
，
１
６
０
万
円

・
文
書
広
報
費

 （
例
規
集
追
録
経
費
）   

１
２
３
万
円

・
財
産
管
理
費

 （
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整

   

交
付
金
基
金
へ
の
積
立
金
）

　
　
　
　
　

        

１
，
０
３
０
万
円

・
庁
舎
管
理
費

 （
議
場
改
修
施
工
管
理
委
託
料
）

　
　
　
　
　
　
　

    

９
９
万
８
千
円

 （
議
場
改
修
等
工
事
費
）

　
　
　
　

    

２
，
７
５
７
万
７
千
円

・
諸
費

 

（
村
名
変
更
50
周
年
委
員
会
補
助
金
）

　
　
　
　
　
　
　

        

５
０
０
万
円

商
工
費

・
湖
畔
公
園
等
維
持
管
理
経
費

 

（
旭
日
丘
園
地
の
剪
定
委
託
料
）　

　
　
　
　
　
　
　

        
２
０
０
万
円

土
木
費

・
道
路
橋
り
ょ
う
費

 （
山
中
９
号
線
舗
装
補
修
工
事
費
）

　
　
　
　

        　

５
９
８
万
９
千
円

教
育
費

・
中
学
校
費

 （
学
校
維
持
管
理
経
費
）

　
　
　
　
　

            

６
３
万
１
千
円

・
社
会
教
育
費

 （
山
中
湖
村
公
民
館
備
品
購
入
費
）

　
　
　
　
　

        　

６
３
万
１
千
円

 （
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
維
持
管
理
経
費

   

の
風
生
資
料
目
録
作
成
委
託
料
）

　
　
　
　
　
　

        

７
５
万
６
千
円

　

こ
の
結
果
、
総
額
６
，
７
５
７
万
９
千

円
を
追
加
補
正
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
４
７
億
５
，
５
３
１
万
５
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

継
続
費

・
役
場
庁
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備
事

　

業
の
増
額
に
伴
う
、
年
割
額
の

　

変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

平
成
26
年
度
山
中
湖
村
介
護
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

過
年
度
分
の
国
・
県
支
出
金
の

精
算
に
伴
い
、
歳
入
に
お
け
る
追

加
交
付
分
と
歳
出
に
お
け
る
償
還

金
の
計
上
が
主
な
要
因
で
あ
り
、

３
２
０
万
９
千
円
を
追
加
補
正

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
８
，

８
９
７
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

報
告  
第
８
号

議
案  

第
37  

号

議
案  

第
39  

号

議
案  

第
40  

号

議
案  

第
38  

号

議
案  

第
41  

号

議
案  

第
42  

号

議
案  

第
44  

号

議
案  

第
45  

号

議
案  

第
43  

号

　

平
成
25
年
度
山
中
湖
村
一
般
会
計
・

　

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

に
つ
い
て

　

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

去
る
８
月
に
決
算
審
査
が
終
了
し
、

監
査
委
員
か
ら
の
意
見
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
認
定
に
付
す

る
も
の
で
す
。

　

　

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に

　

つ
い
て

　

公
平
委
員
１
名
が
欠
員
と
な
っ

て
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の
で
す
。）
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　山梨県では急傾斜地や土石流発生の恐れ等、土砂災害警戒区域を指定しています。

　昨年、村では村内の警戒区域をまとめたハザードマップを作成し、回覧板で配布しました。まだ、お持ち

でない方・必要な方は、山中湖村役場総務課窓口でお渡ししています。

　また、山中湖村ホームページ（http://www.vill.yamanakako.lg.jp/）でもご覧いただけますので、防災対

策への備えとして、ご活用ください。

　９月１日、山中湖村総合防災訓練が行われました。

　切迫性が指摘されている東海地震を想定し、自主防災会（区会）を中心

に地震発生からの初動体制を重視して、情報収集伝達・応急手当・初期消

火等の各種訓練を行いました。

　午前８時、発災想定のサイレンを合図に自主防災会が主体となって、

住民の被災状況把握訓練を行い、その後、各４地区の会場で、応急手

当訓練とＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用方法や、消火器・消火

栓の操作方法等を、富士五湖消防本部および山中湖村消防団の指導に

より実践的な訓練が実施されました。平野地区においては、平野保育

所と合同で保護者も含めた幼児向けの応急手当訓練を実施しました。

　また、今年度は役場駐車場において陸上自衛隊による炊き出し訓練

（献立：カレーライス）や、役場職員に

よる移動型の防災行政無線放送装置によ

る放送訓練を実施しました。

　災害は明日にでも私たちの村で起きる

かも知れません。自分の身はもちろんの

こと、大切な家族や地域を守るため日頃

の備えや地域での助け合いが大切です。

今後も皆さんのご協力をお願いします。 

表紙の写真

　土砂災害ハザードマップで、自宅の位置を確認しましょう。

問い合わせ　山中湖村役場　総務課　℡６２－１１１１

⇐ 移動型の防災行政無線放送装置を設置
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友 愛 訪 問　今 年 は １ ０ ９ 名
　敬老の日に先立ち９月３日（水）、村では８８歳以上の長寿者宅を訪問し、記念品を手渡し祝福しました。

　今年度８８歳以上の方は１０９名おり、訪問したお宅では皆さん元気に出迎えてくれました。

　また、９月１７日（水）に、満１００歳を迎えられる天野寅子さんを村長らが訪問し、内閣総理大臣と山梨

県知事から届いた賞状と記念品を手渡し、長寿を祝福しました。

村名変更５０周年記念事業　第４６回 山 中 湖 村   敬  老  会 

 　９月９日（火）山中湖温泉 紅富士の湯で、第４６回山中湖村敬老会が開催されました。今年の招待者は、

新入会員７０名を含む１，１５９名で、２４６名の方が元気に参加し、そのうち８８歳以上の方は２０名いま

した。

　今年は、村名変更５０周年記念事業として、今年度「金婚式」を迎える

ご夫婦に記念品が贈られました。

　会食中は、敬老会員による芸能発表やカラオケ、婦人会等による踊りが

披露されました。また、恒例のお楽しみ抽選会では、例年より多くの景品

が山中湖村社会福祉協議会か

ら用意され、会場はいつになく盛り上

がりました。

　毎年、敬老会のお手伝いをしていた

だいている、食生活改善推進委員およ

び、村婦人会、婦人部の皆さんご協力

ありがとうございました。

　↓敬老会に仲間入りした新会員の皆さんです。

　今年度、『金婚式』を迎えるご夫婦に、村から記念品が贈られました。
　当日は、４組のご夫婦が出席しました。
　写真左から、河内桂一さん・羽田春良さん・槌屋正造さん・平山久幸さん
　ご夫妻。これからも夫婦ともに元気で、お幸せに。

長田 二三次さん ご夫婦 天野 明治さん ご夫婦

　

⇐ 

今
回
の
敬
老
会
参
加
者
の

中
で
、
こ
の
日 

満
94
歳
に
な
っ
た

羽
田
き
く
子
さ
ん
。
カ
ラ
オ
ケ
で

元
気
な
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

１０月の村名変更５０周年記念事業

１日（水） 山中湖村民体育祭

４日 ( 土）
５日（日） 富士山・山中湖チャリティー駅伝

１９日（日） 山中湖ボランティアまつり
　　　　　　      　（関連記事 P22）

２４（金） 夕焼けの渚 紅葉まつり
　　　　　　　　 （関連記事 P24）

天野 寅子さん
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平成２５年度　主  要  施  策  の  成  果

まちづくり整備事業
山中湖村主要３地区（山中・平野・旭日丘）交差点周辺整備に伴う基本構想。

エコミュージアムの理念を取り入れたまちづくりにつながる村の宝探し・宝つなぎ実施。

医療に関する事業：
　各種健（検）診事業

各種健（検）診費用の自己負担額を軽減し、若い世代からの生活習慣病（がん、糖尿病、
高血圧、糖質異常症等）の予防および早期発見、早期治療、また介護予防等、生涯を通
じた健康づくりを図る。

地域づくりネットワーク事業 住宅用太陽光発電装置設置補助金　設置件数 19 件、発電総出力 107.113kw

中山間地域総合整備事業 中山間地域の水路・農村公園を設置（設置費のうち一部村負担）

農地利用集積円滑化事業 花の都圃場、中山間圃場を担い手に集積　花の都 25.3ha　中山間 5.9ha

山中湖村防災行政無線施設整備事業 防災行政無線デジタル同報系およびデジタル移動系整備工事　1,825 件

道路整備事業

村道山中３号線（花の都交差点）拡幅工事　Ａ＝ 878.0 ㎡　Ｌ＝ 98.2 ｍ　Ｗ＝ 8.1 ｍ～ 5.4 ｍ

村道平野６８号線防護柵設置工事　Ｌ＝ 275.0 ｍ

村道平野６５号線舗装工事　Ａ＝ 303.0 ㎡　Ｌ＝ 85.0 ｍ

基 金 現 在 高

区　　　分 金　　額

財政調整基金 38 億 4 千円

減債基金 7,793 万４千円

公共施設建設基金 3 億 649 万円

災害見舞基金 708 万 3 千円

地域福祉基金 6,000 万円

国民健康保険財政調整基金 3,246 万 5 千円

介護保険給付費支払準備基金 2,943 万 6 千円

土地開発基金（現金） 1 億 1,674 万 7 千円

土地開発基金（土地） 168.00 ㎡

特定防衛施設周辺整備調整交付金基金 6,032 万 3 千円

平成２５年度　歳入歳出決算
一般会計歳出総額　４２億９，６９４万円

　平成２５年度の山中湖村一般会計と特別会計（国民健康保険・下水道・簡易水道・観光施設・

介護保険・介護予防支援・後期高齢者医療）の決算が９月定例議会で認定されましたので、その

内容について一般会計を中心に説明します。

　平成２５年度山中湖村の決算が、今年９月に開かれた定例村議会で承認されました。村が行なっている様々
な事業は、皆さんが納めている税金や、国・県からの補助金などで、まかなわれています。
　決算とは、年度始まりの４月から翌年の３月の間にいくら収入や支出があったかをまとめた村の家計簿で
あり、村の財政状況を表すものです。
　平成２５年度の一般会計歳入総額は４９億２７２万３千円で、歳出総額は４２億９，６９３万５千円でした。
また、特別会計を含む全会計の歳入総額は７０億１，６２５万８千円で、歳出総額は６３億９，５８７万３千
円となりました。
　一般会計歳入については、前年度比１３．５％の減となっていますが、これは法人村民税の前年度比
４０．２％減が主な要因です。一方、村民税の個人分については前年度比３．１％の増となっています。
　歳出については、投資的経費が公共施設整備事業の完了により前年度比１６．６％の減となりました。
　また、積立金は前年度比９７．０％の大幅な減となり、村民税の減収が大きく影響する結果となりました。
　特別会計の歳出総額の前年度比については、国民健康保険特別会計、簡易水道特別会計、後期高齢者医療

特別会計、それぞれ２．１％、５．１％、５．２％
減となり、下水道特別会計、観光施設特別会計、
介護保険特別会計、介護予防支援事業特別会計は、
それぞれ１０．１％、８．５％、８．３％、６．８％
増となり、特別会計全体での前年比は３．０％の
増となりました。
　平成２５年度の国の経済施策の取組みにより景
気回復の動きが広がりつつある中、村の経済事情
も景気回復が見込まれる一方、原油価格の高騰や
消費税の増税など依然として厳しい状況といえま
す。そのような状況においても、村財政運営にお
いては徹底した経費削減や事業の厳選等を行な
い、最小の経費で最大の効果を上げることを目標
に的確に対応していきたいと考えています。
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国庫支出金（12.6％）
6 億 1, 940 万 9 千円　 村税（64.3％）

31 億 5,239 万 8 千円

地方交付税（0.7％）
3,166 万 8 千円

その他（2.9％）
1 億 4,262 万 9 千円

地方消費税交付金（1.3％）
6,324 万 5 千円　

分担金及び負担金（1.5％）
7,152 万円

県支出金（2.4％）
1 億 1,783 万 3 千円

諸収入（2.7％）
1 億 3,203 万 9 千円

使用料及び手数料（1.1％）
5,599 万 1 千円　

物件費（24.7％）
10 億 6,174 万円

投資的経費（19.4％）
8 億 3,051 万円

補助費（7.5％）
3 億 2,269 万 7 千円　

公債費（4.4％）
1 億 9,120 万 3 千円

維持補修費（0.4％）
1,764 万 1 千円

繰出金（20.0％）
8 億 5,988 万 9 千円

人件費（17.2％）
7 億 3,761 万 6 千円

積立金（0.5％）
2,193 万 3 千円

扶助費（5.9％）
2 億 5,370 万 6 千円

村 税 の 内 訳

村民税個人 3 億 577 万 7 千円

村民税法人 15 億 8,937 万 6 千円

固定資産税 10 億 7,423 万 3 千円

軽自動車税 1,298 万 8 千円

た ば こ 税 6,723 万 9 千円

入 湯 税 1 億 278 万 4 千円

特 別 会 計 決 算 額

特別会計名 歳入決算額 歳出決算額

国 民 健 康 保 険 8 億 2,521 万 6 千円 8 億 2,040 万 1 千円

下 水 道 5 億 7,746 万 4 千円 5 億 7,319 万 2 千円

簡 易 水 道 1 億 2,380 万 8 千円 1 億 2,178 万 5 千円
観 光 施 設 1 億 4,388 万 3 千円 1 億 4,077 万 7 千円
介 護 保 険 3 億 3,725 万 7 千円 3 億 3,688 万 6 千円

介 護 予 防 支 援 517 万 1 千円 517 万 1 千円

後期高齢者医療 1 億 73 万 6 千円 1 億 72 万６千円

地 方 債 現 在 高

一 般 会 計 9 億 3,070 万 9 千円

下 水 道 特 別 会 計 25 億 268 万 3 千円

簡易水道特別会計 7 億 1,440 万円

観光施設特別会計 9,337 万 2 千円

繰越金（10.5％）
5 億 1,599 万 1 千円

性質別歳出

42 億 9,693 万

　　　  5 千円

   歳　入

49 億 272 万
3 千円
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　文部科学省は、４月２２日（火）全国の小学校６年児童および中学３年生徒を対象に、国語と算数・数学

の２教科において、「基礎 (A）」「活用 (B）」に関する学力調査および学校・家庭での生活状況について調査を

実施しました。本村では、山中小学校・東小学校児童合計５４名と山中湖中学校生徒４９名が参加しました。

　この調査による本村の結果について、以下のとおり報告します。

　※「県平均とほぼ同等である」という根拠について
   文部科学省では、平均との差プラスマイナス５点を微差とし「± ５

点は、ほぼ同等を意味する」としています。山中湖村立小中学校の平

均点は、県平均より２～３点上回っている教科もあり、反対に２～３

点下回っている教科もあります。いずれもプラスマイナス５点の範囲

内ですので、「県平均とほぼ同等」となります。

小 学 校  中 学 校

国　　　　　　語 算　数　・　数　学

A 問題（基礎） B 問題（活用） A 問題（基礎） B 問題（活用）

山 中 小 学 校
東 小 学 校 県とほぼ同等 県とほぼ同等 県とほぼ同等 県とほぼ同等

山中湖中学校 県とほぼ同等 県とほぼ同等 県とほぼ同等 県とほぼ同等

（問題種別）
教　科

調査校

平成２６年度「全国学力・学習状況調査」
山中湖村立小中学校の状況について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山中湖村教育委員会

　１． 学習の状況について

山梨県

山中湖村

山梨県

山中湖村
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　山中湖村の子どもたちの学習や生活の様子は、県平均と較べてほぼ同じ傾向です。その中でも

学校生活を楽しいと感じる児童生徒の比率は、全国平均と比べて高く望ましい傾向にあります。

その一方、家庭での学習時間が少なく、学校での勉強が定着しにくい状況が見られます。

　学校ごとの課題と改善策につきましては、すでに３校とも学校から保護者の皆様方に

対し、お知らせしましたので、今後良い方向に向けて取り組んでまいります。

　これからも学校・家庭・地域が連携し、山中湖村の子ども達の成長を支えていただき

ますよう、お願い申し上げます。　

【小学校２校共通事項】

主  な  傾  向
学習活動 ○国語や算数の勉強を大切に思っている児童が多い。

○「算数の授業が良く分かる」「新しい問題を解いてみたい」という児童が多い。
▼自分から進んで、難しい問題に取り組む児童が少ない。
▼家庭での学習時間が非常に少ない。

 生活習慣 ○毎日、朝食を食べるなど、規則正しい生活をしている児童が多い。
○学校に行くのは楽しいと感じている児童が多い。
▼テレビやビデオを長時間見ている児童が多い。
▼ 家庭で読書をし、本に親しむ時間が少ない。

社会性
規範意識

○学校のきまり・友達との約束を守ろうとする児童が多い。
○地域の行事に参加している児童が多い。
▼新聞を読んで、社会の出来事を知ろうとする児童が少ない。
▼人前での丁寧な言葉遣い及び発表に苦手意識を持つ児童が多い。

主  な  傾  向
学習活動 ○「自分の考えや意見を発表することが得意」が、全国・県よりも高い。

○生徒同士の話し合い活動が充実している。
▼家庭学習を「全くしない」生徒の割合が高い。
▼家庭学習の習慣が定着していない生徒が、比較的多い。

 生活習慣 ○学校生活を楽しく送っていると感じる生徒が、全国・県よりも高い。
○体調管理がよくできていて、学校を欠席する生徒が、極めて少ない。
▼スマホやテレビゲーム等に費やす時間が際立っている生徒がいる。
▼就寝・起床時間等の基本的な生活リズムができていない生徒がいる。

社会性
規範意識

○いじめに対する意識が、全国・県よりも高い。
○将来の夢や目標を持っている生徒が多い。
▼物を大切にしようとする意識が、比較的低い傾向がある。
▼規則やきまりに対する意識が低い生徒が多い。

【山中湖中学校】

　２． 生活の状況について

　３． まとめ

　　県や全国の平均と差が大きかった項目

                           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○プラス面    　　▼ マイナス面
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    ■10月からの地区別の取組み 
 

     １０月から、より多くの新しい「宝」を掘り起こすため、山中、平野、長池、旭日丘 
    の４つの地区別にワークショップを開催します。平成25年度に掘り起した「宝」を基に、 
    新しい「宝」を探しながら地区を歩いたり、情報交換をして地区の魅力を再発見します。 
    詳細な日程は、決まり次第お知らせいたします。皆さんのご参加をお待ちしています。 

 
■「宝」募集中 
 

 山中湖村では、平成25年度に引き続き、「宝」の募集を随時行なっています。 
 今後、集まった「宝」を冊子として取りまとめていく予定です。普段の暮らしの中で、あなた
が教えたい、残したい、自慢できる、記憶に留めているモノやコトについて情報をお持ちの方は、
山中湖村役場企画まちづくり課までご連絡ください。②については、とても重要な情報になりま
すので、なるべく具体的にお書きください。 
 

■ワークショップの経緯 
 

 山中湖村では平成25年度から村の｢宝｣を掘り起こし、これからの地域学習や観光に活用していく
ための取組みを始めています。昨年度は、ワークショップや宝募集ハガキを通じて、全部で330の
｢宝｣が掘り起こされ、この一部を7つのテーマでつなぎました。 
 
 

山中湖村宝つなぎワークショップ第５部   

地区別むらあるきワークショップのお知らせ 

集まった「宝」の例 

■これまでに集まった「宝」 
 

 これまでに集まった「宝」を集計すると、地区別
では山中地区で多く、区分別では生き物や景色が多
く集まっています。（右図参照） 
 「宝」は、「ハリモミ林」や「地域のまつり」等
の村民の皆さんに良く知られているものから、「下
駄スケート」などの今は無くなってしまった村の遊
びの文化や、「星空」や「朝もやの風景」といった
自慢したくなるお気に入りの風景まで様々です。 
 山中湖村の「宝」つなぎは、村民一人ひとりが大
切に思うものを取り上げることが重要だと考えてい
ます。その「宝」を集めて磨くことで山中湖村の個
性や、本村で暮らす魅力を再確認し、これからの村
のあり方を考えたり、地域学習、観光資源として活
用したりしていくことができるようになります。 
 右図の「宝」の集計を見て、「もっと宝はたくさ
んあるはず！」と思った村民の皆さんは、ぜひ企画
まちづくり課まで「宝」の情報をお送りください。
または、地区別に開催されるワークショップにご参
加ください。 

 「宝」について、以下に示した①②の情報をご連絡ください。 

       ① 「宝」の名前   ② 「宝」の場所や内容など 

【連絡先】 山中湖村役場企画まちづくり課  電話 0555-62-9971 FAX 0555-62-0827 

「日本のツートップが見える
パノラマ台」 

日本一の富士山、二番目
の北岳が一緒に見える。 

「尾根を越えてくる雲」 
御殿場から山を越えてくる雲は、
まるで掛布団のように見え、きれい。 

「平野の砂洲」 
湖に砂洲があるのは、
珍しい。 

「貝のひも煮」 
まつりの時期に村内の各店で
売り出します。煮て食べます。 

「南蛮味噌」 
家によって味や作り方が違います。
とにかく美味しい。 

0
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山中 平野 長池
旭日丘
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問い合わせ　山中湖村役場　企画まちづくり課　℡６２－９９７１

　　

　

　農林水産省による、日本の農林業・農山村の実態

を把握するための統計調査「２０１５年農林業セン

サス」が、平成２７年２月１日を調査期日として実

施されます。

　村では、この調査で調査員として従事していただ

ける方を募集します。

■ 応募要件 

　・原則２０歳以上で、責任をもって調査事務を　

　　遂行できる方

　・秘密の保護に関し信頼のおける方 

　・選挙・税務・警察用務に直接関係のない方 

　・その他、調査活動に支障のない方

■ 調査活動期間
　平成２６年１２月中旬～平成２７年２月下旬

　
■ 仕事内容
　・調査員説明会への出席

　・事前の調査

　・調査対象世帯等への調査票の配布、回収など

■ 報　　酬　約２万円（調査数により増減します。）

■ 募集締切　１０月１０日（金）

■ 応募方法
　 山 中 湖 村 ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.vill.

yamanakako.lg.jp/）のサイト内検索で「統計調査員」

と検索し、山中湖村統計調査員登録申込書をダウン

ロード。必要事項を記入の上、役場企画まちづくり

課情報管理係に提出してください。

　申込書は、企画まちづくり課窓口でもお配りして

います。

※調査員の選考は、経験や調査地域などが考慮され、

　ご希望に添えない場合がありますので、

　ご承知おきください。

　
平成２７年度 コミュニティ助成事業の募集について

●助成申請団体の要件
　　村が認める組織で、自治会等の地域的な共同活

　動を行なっている団体です。ただし、地域に密着

　した団体であっても、特定の目的で活動する団体、

　ＰＴＡ、体育協会等は除きます。

　　また、宗教団体、営利団体、公益法人および地

　方公共団体が出資している第３セクター、その他

　その活動が地域に密着しているとは言いがたい団

　体等は除きます。

●主な助成事業
①一般コミュニティ助成事業 ( コミュニティ活動に直

　接必要な設備の整備に関する事業 )

・お祭り用品の整備（太鼓、法被、獅子頭、幕、篠笛等）

・集会施設の備品整備

　（机、イス、プロジェクター、パソコン、テレビ等）

・イベント用品の整備

　（テント、発電機、イベント用ステージ等）

・公園の整備（遊具、ベンチの設置、駐車場の舗装化等）

・その他（除雪機の整備、スポーツ用品の整備等）

②コミュニティセンター助成事業 ( 自治会集会場や

　コミュニティセンターなど集会施設の建設整備に関

　する事業 )

・建築主体、電気・機械設備、仮設費、設計監理費等

●申請方法
　　希望する団体は、１０月２４日（金）までに書類

　を作成し、企画まちづくり課に提出してください。

●その他
　　申請は、事業実施主体１団体につき１件に限り

　ます。申請した事業は、（財）自治総合センター

　が全国からの申請書を取りまとめた後、再度審査

　を行い採択の決定をします。申請をしたからと

　いって、必ず助成金が受けられるとは限りません。

●助成事業の種類、助成金額等について
　　村ＨＰまたは企画まちづくり課に問い合わせて

　いただくか、（財）自治総合センターのＨＰをご

　覧ください。（http://www.jichi-sogo.jp/）

オータムジャンボ宝くじ　販売期間１０月１０日（金）まで
   　　　　　　　　　　　    抽せん日１０月１７日（金）

     ２０１５年農林業センサスの
　　 統計調査員を募集します！

　一般財団法人自治総合センターでは、住民が行なうコミュニティ活動を推進し、その健全な

発展を図るとともに、宝くじの社会貢献広報に資するため、宝くじの受託事業収入を財源として、

次の事業を実施するコミュニティ組織等に助成を行なっています。
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こくみんねんきんこくみんねんきん
●山中湖村役場　税務住民課

　　　　TEL ６２－９９７３

　離婚時の年金分割について　～離婚後２年以内に請求手続きをお願いします。
●「離婚分割」とは…
　　離婚等をした際に厚生年金の保険料納付記録を当事者間で分割することができる制度で、平成１９年４月

　１日から実施された「合意分割制度」と、平成２０年４月１日から実施された「３号分割制度」があります。

●「合意分割制度」とは…

　　お二人からの請求により婚姻期間中の厚生年金の保険料納付記録（標準報酬）を分割できる制度です。

　　離婚当事者は、分割することと、その「按分割合（※1）」について合意した上で、年金事務所に厚生年

　金の分割請求手続きを行います。

　　請求にあたっては、以下の条件すべてに該当することが必要となります。

　　　　　　　　　　　　　  　⇓

　　　　　　　　　・平成１９年４月１日以後に離婚、または事実婚関係を解消している。

　　　　　　　　　・お二人の合意や裁判手続きにより、年金分割の割合を定めている。

　　　　　　　　　・請求期限（離婚をした日の翌日から２年）を経過していない。

　　　　　　

●「３号分割制度」とは…
　　「国民年金の第３号被保険者（※ 2）」であった方からの請求により、相手方の保険料納付記録を２分の１

　ずつ分割できる制度です。

　　請求にあたっては、以下の条件すべてに該当することが必要となります。

　　　　　　　　　　　　　　  ⇓

　　　　　　　　　　・平成２０年５月１日以後に離婚、または事実婚関係を解消している。

　　　　　　　　　　・平成２０年４月１日以後に、お二人の一方に国民年金第３号被保険者期間がある。

　　　　　　　　　　・請求期限（離婚をした日の翌日から２年）を経過していない。

問い合わせ　大月年金事務所　℡０５５４－２２－３８１１

（※１）　按分割合とは、離婚する当事者それぞれの標準報酬総額の合計額のうち、分割を受けることに
　　　よって増額となる側の分割後の持分となる割合を示したものです。

（※２）　国民年金の第３号被保険者とは、厚生年金保険の被保険者、または共済組合の組合員の被扶養
　　　配偶者で、２０歳以上６０歳未満の人をいいます。

　国の仕事などで「困ったとき」「どこに相談して良
いか分からないとき」などに、ご利用ください。
　相談は、無料・秘密厳守です。

日 時　１０月２４日 ( 金 )　午後１時 ～４時
会 場　山中湖村老人福祉しあわせセンター
　

【主な相談】
◎道路：道路の補修や歩道との段差を解消してほしい
◎年金：年金の受給手続きについて教えてほしい
◎福祉：生活保護の受給基準を教えてほしい
◎登記：土地の登記手続きについて教えてほしい
◎窓口サービス：役所の対応、説明に納得がいかない 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

　問い合わせ
　　山中湖村役場　総務課 　℡６２－１１１１
　　山梨行政評価事務所 
　　　　℡０ ５ ７ ０－０ ９ ０ １ １ ０、
　　　　または℡０５５－２５２－１１００

■次回、行政相談日 ( 定例）のお知らせ
　11 月 28 日 ( 金 )、12 月 19 日 ( 金 )、１月 23 日 ( 金 )、
　  2 月 27 日 ( 金 )、3 月 20 日 ( 金 )
　  時間：午後１時～４時
　  場所：山中湖村役場

　　行政相談委員・人権擁護委員・民生委員・保護司による合同相談開催のお知らせ
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税務だより税務だより税務だより税務だより税務だより税務だより税務だより税務だより税務だより税務だより
NO.134

山中湖村役場　税務住民課　TEL ６２－９９７２

今月は、村県民税第３期・国民健康保険税第４期の納期限です。 税金は納期限内に
納めましょう！　納期限：口座振替日１０月３１日（金）

公的年金から個人住民税の特別徴収（ 『年金特徴』 ）について
公的年金等からの住民税引き落としが、平成２１年１０月から始まりました。

◆ 年金特徴とは？

年金保険者（社会保険庁等）が住民税を公的年金から引き落とし、村へ直接納入する制度です。

◆ 対象となる公的年金の種類は以下のとおりです。

◆ 年金特徴の対象となる方は以下のとおりです。

     平成２６年４月１日現在、６５歳以上で公的年金等を受給されている方で住民税の納税義務のある方が対象に

　なります。ただし、以下の方は公的年金からの特別徴収の対象にはなりません。

　・公的年金等の給付金額が年額１８万円未満の方

　・特別徴収税額が公的年金等の給付金額の年額を超える方

　 ・ 平成２６年１月１日から引き続き山中湖村に住所を有していない方（1 月 1 日以後に転出した方は、普通徴収になります。）

　   社会保険庁の「老齢基礎年金」や「（昭和６０年以前の制度による）老齢年金」、共済組合の「退職年金」が対象で、 

   障害者年金や遺族年金といった年金は対象になりません。

　徴収方法は以下のとおりです。特別徴収の開始する年度と次の年度以降で、徴収方法が異なります。

○２年目以降の徴収方法
　

年金特徴にかかるＱ＆Ａ

徴収方法
納付書で納める

（普通徴収）
年金から引き落とし

（年金特徴）

期別
（月）

上半期 下半期
６月（１期） ８月（２期） １０月 １２月 ２月

税額 １万５千円 １万５千円 １万円 １万円 １万円
算出方法 １／４ １／４ １／６ １／６ １／６

徴収方法 年金から引き落とし（特別徴収）

月 ４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月

税額 １万円 １万円 １万円 １万円 １万円 １万円

算出方法
前年度２月と同じ額

（仮徴収）
年税額の残りの

１／３ずつ

○特別徴収を開始する初年度
　

年税額６万円の場合 年税額６万円の場合

Ｑ：なぜ、公的年金から住民税を特別徴収するのですか？
Ａ：住民税の特別徴収制度は、高齢者社会の進展に伴い、納税の利便性向上のため、地方税法が改正された
　　ことによるものです。金融機関などに出向く必要がなくなり納め忘れがなくなるほか、納める回数が増
　　えるので納期１回あたりの負担額が軽減されます。
Ｑ：年金から引き落としするかどうか、自分で決めることはできますか？
Ａ：地方税法により、公的年金等に係る住民税については、特別徴収の方法によって徴収するものとされて
　　いるので、公的年金の特別徴収に該当しない場合を除いて、原則として本人による選択は認められてい
　　ません。
Ｑ：公的年金の所得以外に不動産所得があります。不動産所得に係る住民税も年金から特別徴収されますか？
Ａ：公的年金所得以外の所得に係る住民税については、年金からの特別徴収は行われず、普通徴収（納付書）
　　により納付します。

　年度前半（上半期）は、これまでどおり年税額の４分
の１ずつを６月、８月に納付書で納めていただきます。
年度後半（下半期）は、残りの年税額を１０月、１２月、
翌年２月の３回に分けて、公的年金等の支給月ごとに年
金支払い額から特別徴収します。

　上半期（４月、６月、８月）は前年度下半期の
特別徴収額の３分の１ずつ（前年度の２月と同額）
を、下半期（１０月、１２月、２月）は、その年
の年税額の残りを３分の１ずつ、公的年金の支給
月ごとに年金支払い額から特別徴収します。
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電子図書館サービス
うわさの電子書籍体験!   自宅から使える情報創造館?!
指定管理者であるNPO法人地域資料デジタル化研究会と株式会社日本

電子図書館サービス(JDLS) との協同事業として、電子図書館サービスの

実証実験に取り組みます。この実験への参加者を募集しております。この

機会にぜひご参加ください。

期間は、平成26年10月14日（火）～
平成27年3月31日（火）まで。
サービス内容および参加方法は、

公式サイトをご覧ください。

毎日9:30～21:00開館
(４月～11月まで)

10月の休館日は 31日(金)です。

◆ 情報創造館10月のイベントカレンダー
 日　付 曜日 イベント名 対　象 申　込 費　用 時　間
☆毎週☆ 月 月曜日　こどもの時間 ☆小さなこどもの優先時間☆ 午前10時～午後３時

☆毎週☆ 火 PCサロン（パソコン教室） どなたでも 要 要 午前10時～11時30分

４日 土
コールふじまりも 合唱練習

どなたでも
要 要 午前10時～正午

ネイチャールーム 要 要 午後１時～３時

11日・25日 土 サイエンス・カフェ山中湖(科学茶話会） どなたでも 要 要 午後１時30分～３時15分

17・24・31日 金 サテライトスクール どなたでも 要 － 午後２時～４時

12日 日 オーレ Talk (語り: オーレ・ベリー） どなたでも － － 午後１時～２時30分

13日 月(祝) 電子書籍説明会 どなたでも － － 午後１時～３時

19日 日

フリーマーケット どなたでも － － 午前10時～午後３時

おはなしタイム 小学生以下 － － 午後２時～２時30分

図書館でレゴ どなたでも － － 午前10時～午後３時

31日 金 月　　末　　休　　館　　日

の知の

山
中
湖
情
報
創
造
館

サイエンス・カフェ
山中湖 (科学茶話会） 
 10月11日（土）, 25日（土）
 午後１時30分 ～

10月のネイチャールーム

「炭焼きの実践（竹炭）」
10月４日(土)午後1時～３時

案内人 山中湖村公認自然インストラクター
 野口光男さん
保険料 20円が必要です。

＊完成した炭は、お持ち帰りできます。
＊今年度のネイチャー・ルームは10月で終了です。
　次回は、4月の開催を予定しています。

図書館でレゴ
10月19日（日）

午前10時～午後３時
大人も、こどもも
レゴであそぼう！

オーレTalk
10月12日（日）
午後１時～２時30分

オーレ・ベリーが外国の図書館の
お話をします、聞きにきてね！

PCサロン
毎週火曜日
午前10時～11時30分
500円／回。 要予約。

　スマートフォンやタブレット、
パソコンなどで小説やマンガなど
を読むことができる「電子書籍」
を体験したことはありますか？　
山中湖情報創造館の指定管理者で
あるNPO 法人地域資料デジタル
化研究会は株式会社日本電子図書
館サービス様、株式会社システム
インナカゴミ様のご協力のもと、
来年の３月３１日までの間、実証
実験として山中湖情報創造館での
電子図書館サービスのご提供をは
じめます。
　この実証実験では、１）電子書籍

サービスのニーズの把握、２）
公共図書館におけるサービス
形態の考察、３）非来館型サー
ビスのあり方の検討…などを
目的としておりますが、賛成の
ご意見だけでなく、「まだ早い」
「紙の本で読まなければ」…と
様々なご意見・ご感想もいただ
きたいと思っております。賛成
するにしても反対するにして
も、まずは実際に使ってみなけ
ればわかりません。
　期間限定ではございますが、
この機会にぜひ電子書籍での
読書をご体験ください。

館長　丸山高弘

天候により予定が変更になる場合がありますので、ご確認のうえお出かけください。

まんまるコンサート
in 山中湖

　～梅本加奈子＆
まんまる合奏団～　

　バイオリン・フルート
　リコーダー・チェロ
　ギターetc..

11月１日（土）
午後５時30分開演

入場料：500円〈お飲物付き〉
＊小学生以下は無料

フリーマーケット
10月19日（日）　　　
午前10時～午後３時

コラム その99

山中湖情報創造館
TEL:  0555-20-2727  ／  FAX:  0555-62-4000
E-mail:   info@lib-yamanakako.jp
Web Site: http://www.lib-yamanakako.jp/
 http://www.lib-yamanakako.jp/i/

電子書籍説明会
10月13日（月•祝）
午後１時～３時

スマホで、タブレットで、PCで、ご自分のデバイスをお持ちください。
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　企画展「戦時下の三島由紀夫 - 学習院高等科時代」開催中です。（場所：徳富蘇峰館）
　徳富蘇峰館の常設展も変わりました。文学の秋、紅葉彩る文学館に、ぜひ足をお運びください。

 

 レイクサロンとは 三島由紀夫文学の研究と普及を目的として、講演と聴講者とのフリートーク

を中心に、毎年開催しています。三島に関心ある方々の出会いとその魅力を語り合い、かつ、新た

な問題提起の場となるよう努めて来ております。今年は、三島由紀夫文学館開館１５周年とレイク

サロン第１０回をあわせた特別開催となりますので、文学の領域を越えて行われた写真家 細江英

公氏とのコラボレーションとも言うべき写真集『薔薇刑』について、細江氏に語っていただきます。 
  

開催 三島由紀夫文学館 第１０回 

特別講師 
細江英公 （写真家） 

２０１４ １０．１８ 

申込方法  電子メール・FAX・往復ハガキのいずれかで 、下記までお申し込みください。 

三島由紀夫文学館の受付でも、申し込みできます。 

お申し込みの際には ①住所 ②氏名 ③電話・FAX番号を必ず明記してください。 

複数名でのお申し込みの場合も、①②③の明記をお願いします。 
 

申 込 先  山中湖文学の森 三島由紀夫文学館 〒401-0502 山中湖村平野 506-296 

      FAX 0555-20-2656  MAIL info@mishimayukio.jp 
 

締    切  １０月１７日（金）（往復ハガキの場合は１０月 1０日必着） 

※受付は先着順。定員になり次第、締め切りとさせていただきます。 

      ※申し込みをされた方には、必ず返信いたしますので、４日以上（往復ハガキは７日以上）

経っても返信がない場合は、お手数ですが再度お問い合わせください。 

      ※人数に余裕がある場合は、当日参加も可能です。 
 

参 加 費  １，０００円 (ご来場の際に、受付でお支払いください。) 
 

主  催  山中湖文学の森 三島由紀夫文学館・山中湖村教育委員会 

 

『薔薇刑』より 

細江英公写真集 

（土） 
１３：３０～１５：００ 頃 

受付開始１２：００ 
会場：山中湖畔荘 清渓／第一会議室 

【講演テーマ】 
ほ そ え え い こ う ば ら け い 

　
ぜひ村民の皆さんも、　　

　参加してみてください！
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「子ども・子育て支援新制度」が、平成２７年４月からスタートします。
 　 これにより、保育所・幼稚園・認定こども園の利用方法が変わります。

　平成２４年８月「子ども・子育て支援法」という法律ができました。この法律と、関連する法律等に基づいて、

幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支援の量の拡充や質の向上を進めていく「子ども・子育て支援新制度」

が、平成２７年４月からスタートします。

保育認定（２号・３号認定）には、
下記の要件が必要になります。

①就労
②妊娠・出産
③保護者の疾病、障害
④同居又は長期入院等している親族の介護・看護
⑤災害復旧
⑥求職活動（起業準備を含む）
⑦就学（職業訓練校等における職業訓練を含む）
⑧虐待や DV のおそれがあること
⑨育児休業中に、既に保育を利用している子ども
　がいて継続利用が必要であること
⑩その他、町長が認める場合
※⑥～⑩は、新たに追加された項目です。
　これに伴い、勤務証明内容も現在より詳しく記入
　していただきます。

問い合わせ　　山中湖村役場　いきいき健康課　℡６２－９９７６

保育所・幼稚園・認定こども園の利用を希望する場合

　認定を受けていただく必要があります。（１１月に認定を行います。）
※来年度保育所の入所申請も１１月に利用認定と同時に行います。
　現在、保育所を利用されている方も利用認定申請が必要です。

３ つ の 認 定 区 分

 １号認定・・・教育標準時間認定
　利用先　　　 幼稚園・認定こども園
　お子さんが満３歳以上で、学校教育のみを希望される場合

 
 ２号認定・・・満３歳以上保育認定（保育所は養護と教育）
　利用先　　　 保育所・認定こども園

　お子さんが満３歳以上で、保育の必要な要件に該当し、 
　保育を希望される場合

 
 ３号認定・・・満３歳未満保育認定
 　利用先　　　保育所・認定こども園
　お子さんが満３歳未満で、保育の必要な要件に該当し、
　保育所等での保育を希望される場合

子ども・子育て支援 新制度の利用の流れ

１．幼稚園・認定こども園に直接、利用申し込み
 　   をします。

２．幼稚園・認定こども園から入園の内定を受け　
　    ます。

３．幼稚園・認定こども園を通じて、利用のため　
　    の教育時間認定を申請します。

４．幼稚園・認定こども園を通じて山中湖村から
　　教育認定証が交付されます。

５．幼稚園・認定こども園への入園が決定します。 詳しい内容については、
今後また広報等でお知らせします。

１．山中湖村に「保育の必要性の認定」を申請し
　　ます。※利用希望の申し込みも同時にできます。

２．山中湖村から、認定証が交付されます。

３．保育所・認定こども園の利用希望の申し込み
　　をします。

４．保育所・認定こども園への入所が決定します。

※幼稚園によっては、この手続きを踏まない園もあります。

１ 号 認 定 の 方 ２号・３号認定の方
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　   第５回 子育てサポーター養成講座
　　　　　および子育て教室
              「乳幼児の感染症の予防について」 

　　　日時　１０月 1 ７日（金）
　　　　　　午前１０時～１１時３０分　
　　　講師　富士 ･ 東部保健事務所  
　　　　　　健康支援課  保健師
内容
　乳幼児の健康について、普段現場に携わっ
ている保健師さんの話をお聞きします。
　季節の変わり目は、体調を崩しやすくなっ
たり、感染症が流行し
たりするので、予防対
策として何をしたら良
いのか？かかった場合
は、どうしたら良いの
か？を学びます。

　
子育て教室も兼ねていますので、一般の方・

乳幼児がいるお母さん・お孫さんと一緒に遊
びたいおじいちゃん・おばあちゃん誰でも参
加できます。直接つどいの広場に遊びに来て
申し込んでください。申し込みの際に託児が
必要な方は、お申し出ください。

１０月の子育て教室
　今月はたくさんの教室がありますので、
ぜひ皆さんでご参加ください。申し込みは、
直接つどいの広場にお願いします。
　なお、電話での申し込みはできませんので、
ご了承ください。たくさんの皆さんのご参加
をスタッフ一同お待ちして
おります。

つどいの広場　１０月の予定
開催日 イベント　 時　間 内　容
１日（水） 村民体育祭のため広場はお休みです。

３日（金） 子育て教室 午前１０時３０分～ 親子カレー作り

６日（月） 絵本の読み聞かせ 午前１１時１５分～ 森の中の絵本館からのお届けです。

８日（水） 山中保育所  園庭開放日 午前９時～１１時

１０日（金） ベビー＆キッズビクス 午前１０時３０分～１１時３０分 講師 石倉秀子さん

１７日（金） 第５回子育てサポーター養成講座および子育て教室　 「乳幼児の感染症の予防について」

２０日（月） 美ママになろう 午前１０時３０分～１１時３０分 講師 高村留美さん

２２日（水） 山中保育所  園庭開放日 午前９時～１１時
２４日（金） 英語で遊ぼう 午前１１時～１１時３０分 講師 テリー渡辺さん ハロウィンパーティー
２９日（水） 身体測定・絵本の読み聞かせ 午前１１時１５分～ 情報創造館館長による絵本の読み聞かせ

３１日（金）
１０月生まれのお誕生日会

（かわいい手作りカードのプ
レゼントもあります。）

午前１１時～ 1 品持ち寄りのランチタイムを楽しんで
みてはいかがですか！

NO,120子育て通信

ホッとする居場所作りへのお手伝いをして下さる
子育てボランティアを随時募集しています！　

　ちょっと手の空いている時間に、つどいの広場でボラ
ンティアとして子育ての応援をしてくださる先輩お母さ
ん・お父さん、興味のある方を、随時募集しています。
年齢は問いません。お気軽に一度、つどいの広場をのぞ
いてみてください。
　申し込み・問い合わせ
　　山中湖村役場　いきいき健康課　℡６２ー９９７６
　　山中保育所内     つどいの広場　　℡６２－２０１０

今月の子育てワンポイントアドバイス

Ｑ . 食事中に遊びだす子ども、どう対処したらいい？

Ａ．食事前にたっぷり遊ばせるなどして、お腹を十分にすかせ
てみては、どうでしょうか？「食べ遊びは
空腹が満たされた信号」とシンプルに考え
ましょう。食事の量を最初から少し減らし
てみるのもいいですね。
　それでも食事中に遊び始めたら、「もうい
らないの？」と声をかけ、食べないような
ら片付けましょう。その時に「後で食べた
いと言ってもダメよ」と子どもに約束させることが大切です。
　バランスの良い食事を用意した母親としては、全部食べさせ
たいと思いますが、食べる量には個人差があるので、少食でも
元気なら問題はありません。むしろ、いつまでもダラダラと食
事を続けるのは、生活リズムを崩すので要注意。食事中は、テ
レビを消すなどしてメリハリをつけましょう。
　でも、何より大切なのは、食事の時間は楽しいものだと認識
させることだと思います。食べさせることに集中するあまり、
子どもと一緒に食事をしないお母さんは意外に多いのです。
　できるだけ食事は家族みんなでとって、“おいしいね” と話
しかけるなど、食事を楽しい雰囲気にすることが必要です！
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年　　齢 接種回数 接種方法 費　　用

１２歳までの子ども ２回

1. 医療機関窓口に置いてある「公費負担予診票」  
　（白色）で接種してください。
2. 母子健康手帳を持参してください。
3. 費用の差額分をお支払いください。

　１回目のみ 2,000 円
の補助があります。
　２回目は、全額自己
負担となります。
　ただし、一般成人の
方は、償還払いとなり
ます。
　 補 助 金 申 請 の 締 め
切りは、平成２７年３月
３ １ 日 と な り ま す の
で、ご注意ください。

１３歳～中学３年生
医師の指示により、

１回または２回

1. 医療機関窓口に置いてある「公費負担予診票」
　（白色）で接種してください。
2. 費用の差額分をお支払いください。

一般成人 １回

1. 医療機関窓口に置いてある「公費負担予診票」
　（白色）で接種してください。
2. 費用の全額を窓口でお支払いください。
　助成手続きは、領収書、予防接種済証を持参し、
　いきいき健康課窓口で申請してください。
　支払は口座振込となります。申請が初めての方
　は、金融機関名、口座等を確認します。

６５歳以上 １回

1. いきいき健康課から送付した「インフルエンザ
　予診票」（青色）で接種してください。
2. 費用の差額分をお支払いください。
　注：65 歳の誕生日以降に接種してください。

＜接種対象期間＞　    平成２６年１０月１日（水）から平成２７年２月２８日（土）の間
　　　　　　　　　　に接種した方が対象です。

　　　　　　　　　　
インフルエンザが流行する前に免疫をつけるためには、年内に接種を

　　　　　　　　　　済ませることをお勧めします！

＜接種医療機関＞　　富士北麓地域にある医療機関、御殿場市内医療機関（６５歳以上の方のみ）

今年もインフルエンザの予防として
予防接種の 2,000 円分を村で負担します。

　予防接種はインフルエンザ感染による重症化を防ぐことができますが、感染そのものを防ぐことはで

きません。そのため、日頃から手洗い、うがい、人混みを避ける、マスクの着用、十分な栄養と休養と

いった対策はしっかりと行いましょう。

　※今年度、下記の年齢になる方が対象です。
　　　　　　　　　　　　　　　対象者には、個別で通知しています。
　　６５歳 昭和２４年４月２日 ～ 昭和２５年４月１日生の方

　　７０歳 昭和１９年４月２日 ～ 昭和２０年４月１日生の方

　　７５歳 昭和１４年４月２日 ～ 昭和１５年４月１日生の方

　　８０歳 昭和　９年４月２日 ～ 昭和１０年４月１日生の方 
　　８５歳 昭和　４年４月２日 ～ 昭和　５年４月１日生の方
　　９０歳 大正１３年４月２日 ～ 大正１４年４月１日生の方

　　９５歳 大正　８年４月２日 ～ 大正　９年４月１日生の方

　１００歳 大正　３年４月２日 ～ 大正　４年４月１日生の方

 １０１歳以上 大正　３年４月１日以前に生まれた方

　高齢者肺炎球菌ワクチンの定期接種化について

　１０月 1 日から、肺炎球菌ワクチ

ンが、定期予防接種ワクチン（国が

国民に推奨するワクチン・国から補

助がでます。）に指定されました。

※注意※
①今までに１度でも、肺炎球菌ワク

　チン (23 価 ) の予防接種を受けたこ

　とがある方は、対象外となります。

②接種期間は、平成２７年３月末ま

　でです。期間を過ぎますと公費負

　担ができませんので、ご注意くだ

　さい。 詳しいお問い合わせは、役場いきいき健康課　℡６２－９９７６までお願いします。



(19) 広報 やまなかこ２０１４. １０月号

　去る９月４日から６日にかけて「安産祭り」が行われました。
　関東屈指の子授け、安産のご利益があると言われている安産祭りは、
別名「山中明神」のお祭りで、豊玉姫を祭神とする安産守護の神様です。
　夜祭の御輿（みこし）をかついだ氏子の女性には、安産が約束され
ると言われており、古くから妊産婦や新婚女性が集まるお祭りとして
知られています。（写真：山中湖観光協会ホームページより）
　この安産祭りは、今年度いきいきプランで推進している「育メン・家事メン・やるベーじゃん」の原点だ
と思います。まず夫婦になり、子が授かり、出産、育児へと進んでいきます。安産祭りを通じて夫婦のつな
がり、家族のつながり、地域へのつながりを感じることができます。
　このつながりこそが、「育メン・家事メン」を育てていくうえで、とても大切なことではないでしょうか？
　育児・家事を進んでしてくれる旦那さんに、奥さんは感謝しなければなりません。同居していれば、家事・
育児を手伝う息子に対し、おじいさん・おばあさんは、「昔の男は・・・」などと比較してはなりません。
　子どもの行事にも進んで参加し、育児休暇なども取りやすい社会にならなければ「育メン・家事メン」は
増えていかないと思います。
　皆さんも、今できる小さなことから少しずつ始めてみましょう。それがいつしか大きな輪になることを願っ
ています。
　ここで、おもしろい川柳をみつけたので紹介します。
　茨城県龍ケ崎市より　　◎最優秀賞　　　「育休で　つけるエプロン　はずすタイ」
　　　　　　　　　　　　○パパ市長賞　　「オッパイの　他にはなんでも　僕だって」　　　　　　　

 　富士吉田市立病院からお知らせ
　「電子カルテシステム導入」および「整形外科外来受付時間の変更」について

①電子カルテシステム導入に伴い、下記の点が変更になりました！
　主な変更点　・９月１日から診療録が、紙のカルテから電子カルテになりました。これにより、医療の質・

　　　　　　　　透明性・効率性の向上を図り、また情報の共有による安全・安心の医療を提供します。

　　　　　　　・複数科を受診する場合も「受付時の受付番号が一つ」になりました。

　　　　　　　・会計の流れが変わりました。受付番号の書かれた紙（受付票）は、会計する時まで使用しま

　　　　　　　　すので、最後までなくさず、お手元にお持ちください。

　　　　　　　・地域のかかりつけ医からの紹介患者用窓口が設置されました。地域のかかりつけ医と連携を

　　　　　　　　強化し、紹介患者のスムーズな診療を目指します。

　※かかりつけ医とは、身近にある地域の病院や診療所、クリニックなどのことです。普段、かかりつけ医に

　　通院し、当院を受診する際には「紹介状」を作成いただくと、既往等がわかり診療がスムーズになります。

　　また、“かかりつけ医” から診療予約を取得することができますので、待ち時間の短縮にもつながります。

　　なお、紹介状のない初診の方には、非紹介患者初診加算料（７５０円）をご負担いただいております。

②整形外科外来の受付時間の変更について
　９月１日から整形外科外来の初診の受付時間が、下記のとおり変更になりましたので、ご注意ください。

　受付時間：午前１０時から１１時までの１時間
　当院の外来は、全ての診療科において毎日大変混雑しております。診療については、予約患者や救急患者を
優先しておりますので、状況により３時間以上お待ちいただく場合があります。また当院では、かかりつけ医
をもつことを推進しています。スムーズな診療および混雑緩和への皆様のご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ　富士吉田市立病院　医事課　℡２２－４１１１（内線２１０１）

山中湖いきいきプラン山中湖いきいきプラン山中湖いきいきプラン
男女共同参画社会を目指して 10 月号
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　７月から１０月までの期間、毎週木曜日１０名の方がはつ

らつ教室 ( ２次予防教室 ) に参加しています。その中に８５歳

以上の方が５名おり、和気あいあいと仲良く体操を行なって

います。参加者からは

「膝の痛みがなくなっ

た。」「台所仕事をしな

がら家でも体操をしているよ。」と前向きな声が聞かれ、各自で目標を

もって取り組んでいます。運動不足を感じている６０歳以上の皆さん、

この１０名に負けないよう、下記の「元気いっぱい運動教室」に参加し

て、自分自身の健康管理に気をつけてみましょう！

山中公民館会場のみ、自力で会場に来ることが困難な方を送迎します。

　対　　象：介護保険認定者以外の方で家族の送迎が困難な方

　送迎定員：１５名 ( 定員になり次第、締め切ります。)

問い合わせ　山中湖村役場　いきいき健康課内　地域包括支援センター　℡６２－９９７６

　対 象 者：　おおむね６０歳以上の方

　費　　用：　無料

　内　　容：　イスに座ったままできる体操、杖が必要な方もできる内容です。

　講　　師：　県内で広く活動し、運動を専門に指導している先生です。

　持 ち 物：　上履きがある方は、お持ちください。　

　申し込み：　不要（参加が可能な会場へ直接お越しください。）

会　場 山中公民館 ( 水曜教室 ) 平野コミュニティセンター ( 木曜教室 )
時　間 午前１０時～１１時３０分 午前１０時～１１時３０分

日　程

１０月 ８日 ･ １５日 ･ ２２日・２９日 １０月 ９日 ･ １６日 ･ ２３日・３０日

１１月 ５日 ･ １２日 ･ １９日 ･ ２６日 １１月 ６日 ･ １３日 ･ ２０日 ･ ２７日

１２月 ３日 ･ １０日 ･ １７日 １２月 ４日 ･ １１日 ･ １８日

 「 元
・

 気
・

 い っ ぱ い 運 動 教
・

 室
・

 」の お 知 ら せ

は つ ら つ 教 室

　退職したあとの人生１０万時間、あなたはどう過ごしますか？もし、パートナーに先立たれたら、パートナー

が介護状態になったら…あなたは家事ができますか？

　「料理」を知る教室です。買い物や食材の選び方、包丁の正しい使い方など丁寧に指導いたします。

　日 時　　１０月２４日 ( 金）午前９時４５分～午後１時３０分

　場 所 山中湖村役場 ( 老人福祉しあわせセンター )　

　対 象 者　　５０歳以上の男性

　参 加 費    　食材費のみ（５００円～１，０００円位）

　申込方法　　１０月１５日 ( 水 ) までに、村地域包括支援センターにお電話ください。

　　

前回も大好評。寒くなる前に体力づくり！

問い合わせ　山中湖村役場　いきいき健康課内　地域包括支援センター　℡６２－９９７６

第２弾　男 性 の た め の 料 理 教 室
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  第６期介護保険事業計画策定にあたり、６５歳以上の方を対象に、「日常生活圏域ニーズ調査票」を送付し、

たくさんの方からご回答をいただきました。お忙しい中、ご協力をいただきありがとうございました。

　皆様からいただいた調査票は、計画策定の基礎資料とさせていただきます。

りよだ険保護介

　

　山中湖村地域包括支援センターでは、一人暮らしの方を対象に「安心カード」を配布

しています。現在は、主に６５歳以上の一人暮らしの方に配布しておりますが、一人暮

らしで、安心カードをご希望の方は、役場いきいき健康課窓口までお越しください。

　「安心カード」って何？
　Ａ３版・両面印刷・３つ折りタイプの紙（桃色）に、ご自身の病歴や常備薬、緊急時

の連絡先等を記入

しておきます。

　 も し も の 時 に、

第三者の方がこの

カードを見れば、すぐに対応ができます。

冷蔵庫などの目立つところに貼っておく

ことをお勧めします。内側の面に病歴や

常備薬、緊急時の連絡先を記入するとこ

ろがあります。

　  もしもの時に・・・備えておきませんか？

　  調査へのご協力、ありがとうございました。

 介護保険料 ( 普通徴収 ) 第２期の納期限は、
１０月３１日（金）です。

問い合わせ　山中湖村役場　いきいき健康課　

　　　　　　介護保険担当　℡（６２）９９７６

  受 賞 おめでとうございます！
　去る９月２日、県立文学館で開催された第５７回山梨県愛

育大会の表彰式で、山中湖村婦人会愛育部が知事表彰を受賞

し、橋本すみ子さんが愛育連合会長表彰を受賞されました。

　この受賞は、山中湖村婦人会愛育部が、母子愛育事業の重

要性を深く認識し地域の人々が健康で暮らせるよう、また安

心して子育てができるようにと、長年にわたり愛育班活動に

積 極 的 に 貢 献

し て き た、 そ

の 功 績 が 認 め

ら れ た も の で

す。 お め で と

うございます。

食生活改善推進員会主催
 「生涯骨太クッキング」開催

　骨粗鬆症の予防・低栄養の予防に役立つ講

習会を行います。また、カルシウムを摂れる

ようなメニューの試食も用意しております。

　ぜひ、ご参加ください。

　日　　時　１１月１９日 ( 水 )　午後３時～

　場　　所　老人福祉しあわせセンター

　定　　員　３０名

　締め切り　１０月３１日 ( 金 )

　申し込み・問い合わせ
　　山中湖村役場　いきいき健康課　健康係　

　　　　　　　　　　　　℡６２－９９７６
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社会福祉

法　　人

ふれあいネットワーク

山中湖村社会福祉協議会

  山中湖村社会福祉協議会
　山中湖村平野１４５０
　  TEL ２８－１０１４
　  FAX ２８－１０１５

１０月の予定 曜日 　　　内　　容
１日 水 街頭募金（村民体育祭会場にて）

２日 木 街頭募金（オギノ山中湖店にて）

７日 火 紙おむつ配布サービス

７・１４・２１・２８日 火 給食サービス（ひとり暮らし等）

１９日 日 山中湖ボランティアまつり（街頭募金）

２３日 木 平野お達者会

２７日 月 長池お達者会

１０月１日から 赤い羽根共同募金運動 がはじまります！
　赤い羽根共同募金運動は、自分の住んでいる町を良くするための募金活動です。

　山中湖村で集められた募金のおよそ７０％が、本村のために使われています。残りの３０％は大規模

な災害が起こった際の備えとして、山梨県の共同募金会が ｢ 災害準備金 ｣ として積み立て

たり、市町村を越えた広域的な課題を解決するための活動に使われたりしています。

  運動期間中は、色々なかたちで募金のお願いをさせていただきます。皆さまのご協力を

お願いします。

配 食 ボ ラ ン テ ィ ア さ ん 大 募 集 ！
　　　ひとり暮らしのお年寄りや高齢者世帯へ “  温かいお弁当  ” を届けてくださる方を募集しています。

　　住みなれた地域でいつまでも暮らし続けられるよう、その手助けをしていただけませんか？

　　　お気軽に社協まで問い合わせください。

　　　活 動 日：火曜日（担当日は月に 1 回です。）

　　　活動時間：午前 11 時～正午（おおむね 1 時間です。）

　　　活動場所：村内各地区（希望の地区を伺います。）

　　　そ の 他：自動車の運転ができる人

　　　　　　　　配食時のけが等は、社協が加入している保険で対応します。

日時： １０月１９日（日） 
     午前１０時～午後２時 
場所： 山中湖村公民館 

・保育園児の歌 
・山中明神太鼓 

・中学校吹奏楽 
・マジックショーなど 

山中湖ボランティアまつり開催！ 

    村名変更50周年記念イベント 

             吉田高校 書道部 による 
 

”書道パフォーマンス”を開催します。 

   

・スタンプラリー 
・押し花 
・手話、点字 
・自然クラフト ・ヨーヨー釣り 

・輪投げ 
・昔遊び体験 
・ポップコーン 
・綿菓子 

　【 街頭募金活動の予定 】
　   村民体育祭 ( １日）  ・ オギノ山中湖店 ( ２日）  ・ 山中湖ボランティアまつり ( １９日）

その他、楽しいイベントが盛りだくさんです！

　　　　皆さん来て下さいね！
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①１０月　５日（日）　大洞山ハイキングコース　籠坂峠～あざみ平～大洞山の往復をハイキングします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
( きららから籠坂峠までの往復は車で移動 )

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 午前９時集合　所要約４時間 ( 軽食時間含む )

②１０月１２日（日）　石割山ハイキングコース　登山口～石割山～平尾山～登山口をハイキングします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( きららから登山口までの往復は車で移動 )

　　　　　　　　　　　                                                        午前９時集合　所要約４時間３０分 ( 軽食時間を含む )

◇集合場所　：　山中湖交流プラザきらら管理棟

◇持ち物等　：　軽食・飲み物・雨具持参、トレッキングシューズ等でお越しください。

　※各コースとも参加可能人数は３０人、費用は無料です。　　　　　　　　　　　

　※雨天等によりツアーを中止することがありますので、事前にお問い合わせください。

　　　　

山 中 湖 エ コ ウ ォ ー ク　

　【申し込み・問い合わせ】　山中湖交流プラザきらら内　ＮＰＯ法人 富士山自然学校

放 課 後 体 育 教 室 の お 知 ら せ

　【申し込み・問い合わせ】　山中湖交流プラザきらら内　スポーツ部門・スポーツ教室担当スタッフ

ＹＡＭＡＮＡＫＡＫＯ　ＣＯＭＭＵＮ IＴＹ　ＰＬＡＺＡ　ＫＩＲＡＲＡ

山中湖交流プラザきらら　℡ 20-3111

　９月に体育教室の無料体験会を実施しました。幼児クラス（年中～年長）・児童クラス（１～６年生）

ともに多くの子ども達が参加してくれて、みんなで楽しくカラダを動かしました。１０月から放課後体育

教室としてスタートしますので、無料体験会に来られなかった子も、ぜひ参加してください。

放課後体育教室（月３レッスン）
　曜　　日：　火曜日　※１０月は７・１４・２８日です。

　時　　間：　幼　児：午後３時４０分～４時４０分

　　　　　　　児　童：午後４時５０分～５時５０分

　月　　謝：　４，０５０円

　持 ち 物：　飲み物、上履き、運動できる格好、汗ふきタオル

　申し込み：　交流プラザきららスポーツ部門までご連絡ください。

　定　　員：　各教室１５名程度です。（定員になり次第、締め切ります。）

献血のお知らせ

　

　日　時　１０月１０日 ( 金 )

　　　　 　午前１０時～１１時３０分

　　　　　 午後０時３０分～３時

　場　所　山中湖村役場　

ご協力をお願いします。

　

　今月中旬から翌年３月末までの間、平野地区（長池
湖北売店下から平野保育所入口まで）のサイクリング
ロード管渠布設工事を実施する予定です。

　工事期間中、村民の皆様には大変ご迷惑をおかけし

ますが、ご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ　山中湖村役場　生活産業課　上下水道係

　　　　　　　　　　　　　　　　℡６２－９９７４

平野地区 公共下水道 管渠布設工事
について

天狗ブナ
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第１４回   富士・山中湖ぐるりんウオーク ※村民は参加無料です！

期　　日　　１日目　１１月８日　（土）　２日目　１１月９日　（日）

　　　　　　受付　午前８時～　スタート　午前９時３０分～

会　　場　　山中湖交流プラザ　きらら

参 加 料　　事前申込　　一般　１，５００円　　子ども　　  ７００円

　　　　　　当日申込　　一般　２，０００円　　子ども　１，０００円

　　　　　　※一般とは高校生以上、子どもとは中学生以下です。　

　　　　　　※１日参加の場合も、２日間参加の場合も同額です。

申込方法　　専用の振込用紙に必要事項を記入し、お申し込みください。

　　　　　　または、ＪＴＢスポーツステーションでお申し込みください。
申込期限　　１０月３０日　（木）

【 申し込み・問い合わせ 】　山中湖村役場　観光課　℡６２－９９７７

   　　　　　　　　　　   ※村民の方は、観光課へ直接お申し込みください。

　富士五湖でいちばん早く紅葉が色づく山中湖。６００ｍの
紅葉回廊をご家族やお友達と散策して、秋色を存分に味わっ
てみてはいかがでしょうか。
　紅葉した木々をライトアップするのは１０月２４日（金）
から１１月９日（日）まで。入場無料。

　　
○点灯時間　午後４時３０分～９時

　　○駐 車 場　  無料駐車場１００台

　問い合わせ　山中湖観光協会　℡６２－３１００

　リアル宝さがし「ともおぺ４」１０月１３日まで
　リアル宝探しゲーム「ともおぺ４」。大好評で１０月１３日まで開催中！！

　友達や家族で挑戦し、謎のクロフジ団に奪われた白鳥の涙を、宝の地図を使って

探し出しましょう。宝の地図は、村内観光施設や道の駅などに置いてあります。

問い合わせ　山中湖村役場　観光課　℡６２－９９７７

  夕焼けのなぎさ・紅葉祭りライトアップ（１０月２４日～）
　　　    （旭日丘湖畔緑地公園）

　　　    　          花　の　都　公　園　 秋 の 園 内
　　　　　　　　　   【 コスモス・黄花コスモス 】　見頃：１０月中旬まで

　　　　　　　       　【 紅        葉 】　見頃：１０月中旬から１１月上旬まで

※開花時期、紅葉時期は天候等により前後する場合

があります。

　村民の皆様へ：村民証の提示で入園料・駐車料が

無料となります。ぜひお越しください。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
問い合わせ　花の都公園　 ℡６２－５５８７ 

　村名変更５０周年記念事業

　村名変更５０周年記念事業
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     第４４回  山中湖村ソフトボール　
　　　　　　    選手権大会  開催

ヴァンフォーレ甲府
ホームタウンサンクスデーに参加！

　

優勝・最優秀選手 準優勝

Ａ級の部 あさひ食堂 羽田邦紀 風林火山Ｋ

Ｂ級の部 ＬＰ学園 長田孝順 ５１会

山中湖村教育委員会　TEL ６２－３８１３教育委員会だより № 49

　東小学校　運動会
　「魂をみんなで燃やせ 東っ子！！」をテー
マに、東小学校の秋季大運動会を９月８日
( 月）に開催しました。
　「ボンファイヤーダンス☆ 2014」は、低学
年とは思えないリズムカルなダンスで、可
愛らしさとかっこよさに拍手喝采でした。
運動会の花、高学年の組立体操「PRIDE  of  
EAST」は、４７名の思いが詰まった感動的
なものでした。子どもたちの熱気が雨を吹き
飛ばし、保護者の皆様と一緒に心に残る思い
出を作ることができました。

　山中小学校　運動会
 　９月１３日（土）、山中小学校秋季大運動会が行われました。
　さわやかな秋晴れの空の下、「一心同体
山小魂～パワーは∞（むげんだい）～」
のテーマのもと、全校児童が心をひと
つにがんばりました。集団演技や組立
体操では、息の合った素晴らしい演技
をみせました。リレーや競争競技では、
勝利をめざし全力で走る姿が印象的で
した。子どもたちの全力プレーに、ご
来賓の皆様、保護者そして地域の方々
から、大きな声援と拍手をいただきま
した。ご声援ありがとうございました。

   山中湖中学校「から松祭」
　９月１０日・１１日、第４５回
から松祭が開催されました。多く
のご来賓・保護者・地域の皆様か
らの励ましや声援をいただき、体
育の部、文化の部ともに、全校生
徒が大きな団結力を発揮しました。
全校合唱、ソーラン節など、山中湖中学校の伝統を大切に、よりよい
ものを目指し努力し、素晴らしい 「から松祭」を創り上げました。

　第４４回山中湖村ソフトボール選手権大会が、９月８
日から１２日までの５日間、交流プラザきららグラウン
ドで開催されました。１０チームが参加し白熱した試合
が展開されました。結果は、下記の通りです。
　大会に参加された各チーム、運営にご協力いただいた
ソフトボール審判部の皆様、お疲れ様でした。

　去る８月２３日（土）、甲府市小瀬にある山梨中銀

スタジアムで行われたヴァンフォーレ甲府ＶＳガン
バ大阪戦に、本村と中央市がホームタウンとして共
催しました。本村からも子ども達が参加し、試合運
営のサポートをしました。
　また、キックオフ前に両チームキャプテンへ本村
と中央市から特産品の贈呈式が行われ、本村はワイ
ンを贈呈し、山中湖村をＰＲしました。
　当日は、子ども達がプロスポーツへの関心を高め
る良い機会となり、村としても、今後もホームタウ
ンの一員としてヴァンフォーレ甲府の活躍を見守り
たいと思います。

あさひ食堂

み
ん
な
の
心
が
一
つ
に

な
っ
た
運
動
会
・
学
園
祭
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第
38
回  

ヨ
ハ
ネ
祭

日
時　

10
月
26
日
（
日
）
雨
天
決
行

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所　

富
士
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園

　
　
　

忍
野
村
忍
草
２
７
４
８

内
容　

学
園
紹
介
・
模
擬
店
・
バ
ザ
ー
、

　
　
　

そ
の
他
催
し
物
な
ど

問
い
合
わ
せ

　

富
士
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園

　
　
　
　
　
　

℡
（
２
３
）
５
１
５
５

　

富
士
山
科
学
研
究
所

　
　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
情
報

■
き
の
こ
写
真
展 「
似
て
い
る
き
の
こ
」

　

県
内
で
撮
影
さ
れ
た
き
の
こ
の
写
真

を
展
示
し
ま
す
。「
き
の
こ
」
と
「
森
」

の
関
係
を
紹
介
し
ま
す
。（
無
料
）

　

南
都
留
中
部
商
工
会

　
　
　
　

記

帳

相

談

日
時　

10
月
16
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
　
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所　

南
都
留
中
部
商
工
会　

事
務
室

対
象　

個
人
事
業
者

問
い
合
わ
せ　

南
都
留
中
部
商
工
会

　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
０
９
４
０

※
相
談
・
健
診
は
、
村
老
人
福
祉
し
あ

　

わ
せ
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

■
乳
児
健
康
相
談

日
時　

10
月
８
日
（
水
）

受
付　

午
後
１
時
15
分
～
１
時
45
分

対
象　

平
成
25
年
10
月
、

　
　
　

平
成
26
年
３
月
、
６
月
生
ま
れ

■
２
歳
児
歯
科
健
診

日
時　

10
月
29
日
（
水
）

受
付　

午
後
１
時
15
分
～
１
時
45
分

対
象　

平
成
24
年
７
月
、
８
月
、
９
月
、

　
　
　
　
　
　
　

10
月
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

交
付　

毎
週
木
曜
日

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

場
所　

い
き
い
き
健
康
課
窓
口

問
い
合
わ
せ　

役
場
い
き
い
き
健
康
課

　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
９
９
７
６

お
知
ら
せ
・
催
し
・
募
集

yamanakakoi
n
fo

rm
a
tio

n
n
fo

rm
a
tio

n

　

い
き
い
き
健
康
課

   

富
士
五
湖
薬
剤
師
会

　

  

第
２
回
「
市
民
公
開
講
座
」

演
題
「
笑
い
は
健
康
長
寿
の
常
備
薬

　
　

      

皆
さ
ん 

笑
っ
て
い
ま
す
か
！
」

講　

師　

中
井 

宏
次 

氏（
薬
剤
師
、「
日

　
　
　
　

本
笑
い
学
会
」 

理
事
）

日　

時　

10
月
13
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

富
士
吉
田
市
民
会
館 

　
　
　
　

３
Ｆ 

小
ホ
ー
ル

そ
の
他　

入
場
無
料
・
事
前
申
し
込
み

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

富
士
五
湖
薬
剤
師
会  

事
務
局

　
　
　
　
　
　

℡
（
２
１
）
１
５
１
６

　

第
24
回

　
　

富
士
急
経
済
講
演
会

　

き
の
こ
・
わ
さ
び
・
盆
栽
な
ど
の
地

域
の
特
用
林
産
物
の
需
要
拡
大
を
図
る

た
め
、
特
用
林
産
フ
ェ
ア
in
富
士
吉
田

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

10
月
５
日
（
日
）

や
ま
な
し
特
用
林
産
フ
ェ
ア

日
時　

10
月
25
日(

土)　

　
　
　

午
後
２
時　

開
演

場
所　

 
都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル　

　
　

    （
大
ホ
ー
ル
）

　
　
　

 

都
留
市
上
谷
１
８
８
８
―
１

※
入
場
無
料
、
定
員
・
先
着
８
０
０
名

演
題   「
新
世
界
の
解
読
法
を
考
え
る

　
　
　
～
中
国
・
中
東
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
～
」

講
師　

手
嶋　

龍
一　

先
生

申
し
込
み
方
法

　

電
話
・
ハ
ガ
キ
ま
た
はE-m

ail

で
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
ご
職
業
を

山
中
湖
村
文
化
祭 

開
催

  

11
月
１
日
（
土
）
～  

７
日
（
金
）

  

芸
能
発
表　

11
月
５
日
（
水
）

　

山
中
湖
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

　
　

参
加
者
募
集

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
入
場
整
理
券
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
で
の
お
申

し
込
み
は
、
10
月
21
日
（
火
）
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

主
催
・
富
士
急
行
株
式
会
社

　
　

・
公
益
財
団
法
人  

堀
内
浩
庵
会

問
い
合
わ
せ

〒
４
０
３
―
０
０
１
７

　

富
士
吉
田
市
新
西
原
５
―
２
―
１

　

富
士
急
経
済
講
演
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

℡
（
２
２
）
７
１
１
１

E-m
ail

：som
ubu@

fujikyu.co.jp

期
間　

10
月
７
日（
火
）～
11
月
27
日（
木
）

　
　
　

週
２
回  

火
・
木
曜
日（
全
16
回
）

　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

場
所　

山
中
公
民
館
（
講
堂
）

指
導
者　

外
部
経
験
者
、
村
ス
ポ
ー
ツ  

 　
　
　

   

推
進
委
員

参
加
費　

初
回
の
み
、
１
，
２
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

山
中
湖
村
教
育
委
員
会

　

    　
　
　
　

℡
（
６
２
）
３
８
１
３

日
時　

10
月
11
日(

土)

～

　
　
　

11
月
９
日(

日)　

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　

富
士
山
科
学
研
究
所　
　
　
　

　
　
　

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

■
も
り
の
お
は
な
し
か
い

　

～
絵
本
の
読
み
き
か
せ
～
（
無
料
）

日
時　

10
月
26
日(

日)

　
　
　

①
午
前
10
時
30
分
～

　
　
　

②
午
後
２
時
～

　
　
　

所
用
時
間
１
回
約
40
分

場
所　

富
士
山
科
学
研
究
所

対
象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

　
　

   （
対
象
外
の
人
で
も
参
加
可
能
）

問
い
合
わ
せ

　

富
士
吉
田
市
上
吉
田
５
５
９
７
―
１

　

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　

教
育
・
情
報
担
当

　
　
　
　
　
　

℡
（
７
２
）
６
２
０
３

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所  　

富
士
北
麓
森
林
組
合

　
　
　
（
グ
リ
ー
ン
エ
イ
ト
）

　

富
士
河
口
湖
町
船
津
６
６
６
３
―
１

入
場
料  　

無
料

内　

容 

・
山
梨
県
産
の
き
の
こ
、
わ
さ
び
、　

　

緑
化
樹
の
販
売

・
し
い
た
け
炭
火
焼
き
試
食

・
き
の
こ
ほ
う
と
う
無
料
サ
ー
ビ
ス

問
い
合
わ
せ

　

富
士
・
東
部
特
用
林
産
協
会

  （
鳴
沢
・
富
士
河
口
湖
恩
賜
県
有
財
産 

    

組
合
内
）       

℡
（
８
５
）
２
０
１
３
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富
士
山
検
定

３
級
認
定 

検
定
試
験

　

あ
な
た
も
１
時
間
だ
け
消
灯
し
、

　
　

星
空
を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
！

消
灯
日　

10
月
12
日
（
日
）

消
灯
時
間　

午
後
８
時
～
９
時

　

照
明
を
お
と
し
て
、
美
し
い
星
空
を

取
り
戻
そ
う
と
呼
び
か
け
て
き
た
「
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
甲
府
バ
レ
ー
」
が
、
今
年

か
ら
「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
や
ま
な
し
」
と

名
称
を
変
え
、
全
県
的
な
取
り
組
み
に

な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
各
地
で
星
空
を
見
上

げ
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
や
ま
な
し
実
行
委
員
会

　

事
務
局
（
県
立
科
学
館
内
）

　

℡　

０
５
５
（
２
５
４
）
８
１
５
９

　

http://w
w

w
.lightdow

n-  

                             yam
anashi.org/

第
16
回 

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
や
ま
な
し  

　

明
か
り
を
消
し
て
星
を
見
よ
う

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

開
催
日　

11
月
９
日
（
日
）

場　

所　

富
士
北
麓
公
園　

体
育
館

対　

象　

小
学
校
１
年
生
～
３
年
生

　
　
　
　
（
男
女
混
合
可
）

定　

数　

24
チ
ー
ム

　
　
　
　

１
チ
ー
ム
７
～
10
名

　
　

  　
（
競
技
は
６
名
で
行
い
ま
す
。）

参
加
料　

１
チ
ー
ム　

２
，
０
０
０
円

申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
ボ
ー
ル

ペ
ン
で
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
窓
口
に
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。　

申
し
込
み
期
間

　

10
月
15
日
（
水
）
～
30
日
（
木
）

　

北
麓
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

  

再
就
職
の
た
め
の

　

室
内
リ
フ
ォ
ー
ム
技
能
講
習
会

　

網
戸
サ
ッ
シ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
ふ

す
ま
・
障
子
の
張
り
替
え
や
、
水
廻
り

の
清
掃
等
、
効
率
的
な
作
業
の
方
法
を

講
義
と
実
習
で
習
得
し
就
職
・
就
業
を

目
指
し
ま
す
。

第
25
回
富
士
五
湖
広
域
住
民

交
流
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　

11
月
９
日
（
日
）

　
　
　

９
時
開
会
（
８
時
30
分
受
付
）

場
所　

富
士
吉
田
市
営
鐘
山
体
育
館

主
催　

富
士
五
湖
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

　
　
　

ル
連
絡
協
議
会

後
援　

富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合

参
加
料　

無
料

参
加
資
格

　

富
士
五
湖
地
域
に
在
住
も
し
く
は
勤

務
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
方
。（
中

学
生
だ
け
の
参
加
は
不
可
）

申
し
込
み
期
間

　

10
月
１
日
（
水
）
～
10
月
20
日
（
月
）

　

先
着
50
チ
ー
ム
ま
で

問
い
合
わ
せ

　

富
士
五
湖
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

連
絡
協
議
会
（
代
表　

高
野
）

  

℡
０
９
０
（
４
１
３
７
）　

６
９
２
９
、

　

ま
た
は
℡
（
２
４
）
０
６
９
３

問
い
合
わ
せ

　

公
益
財
団
法
人　

山
梨
県
体
育
協
会

    

富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

〒
４
０
３
―
０
０
０
５

　

富
士
吉
田
市
上
吉
田
５
０
０
０

　
　
　

 　
　

    

℡
（
２
４
）
３
６
５
1

          

フ
ァ
ッ
ク
ス （
２
４
）
３
３
６
８

対
象
者

①
就
業
・
就
職
を
希
望
す
る
55
歳
以
上

　

の
高
齢
者
の
方

②
公
共
職
業
安
定
所
に
「
求
職
登
録
」

　

が
必
要
で
す
。

日
時　

10
月
28
日(

火)

か
ら
11
月
７

　
　
　

日(

金)

の
間
の
８
日
間

会
場　

下
吉
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

   　
　
（
富
士
吉
田
市
下
吉
田
８
８
６
）

定
員
・
受
講
費　

20
名
・
無
料

募
集
締
切　

10
月
14
日(

火)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
　

℡
０
５
５
（
２
２
８
）
８
３
８
３

・
富
士
五
湖
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー
東
部
事
務
所

　
　
　
　
　
　

℡
（
２
２
）
９
２
４
１

　

日
本
の
象
徴
「
富
士
山
」
に
関
す
る

知
識
を
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
問
う
検

定
試
験
で
す
。
受
験
資
格
の
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

受
験
料　
　
　

   　

１
，
０
０
０
円

出
題
範
囲

　

自
然
・
文
化
・
生
活
・
歴
史
な
ど
、

　

富
士
山
に
関
す
る
全
般

受
験
方
法

①
チ
ラ
シ
ま
た
は
、『
富
士
山
検
定
』

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
検
定
問
題
を
入

　

手
（
全
50
問
）。

②
解
答
用
紙
を
事
務
局
に
返
送
。　
　

　

所
定
の
振
込
用
紙
で
受
験
料
を
お
振

　

り
込
み
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

11
月
11
日
（
火
）
必
着

合
格
認
定
条
件

　

50
問
中
、
35
問
以
上
正
解
で
３
級
合

格
と
な
り
ま
す
。
合
格
者
に
は
３
級
合

格
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

富
士
吉
田
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　

℡
（
２
４
）
７
１
１
１

 

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

　

無
料
相
談
会

日
時　

10
月
18
日
（
土
）

　
　
　

 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

 

富
士
吉
田
市
民
会
館
３
階

内
容 

　

年
金
、
労
働
・
社
会
保
険
、
雇
用
保

険
、
助
成
金
に
関
す
る
手
続
き
や
請
求

方
法
、
労
働
問
題
、
職
場
ト
ラ
ブ
ル
に

関
す
る
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ

　

県
社
会
保
険
労
務
士
会  

事
務
局

　
　

℡
０
５
５
（
２
４
４
）
６
０
６
４

 

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　

平
成
26
年
度　

後
期
技
能
検
定

　
（
建
築
大
工
・
配
管
他
）
受
付
開
始

受
付
期
間　

10
月
６
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

～
17
日
（
金
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
　
（
平
日
）

※
学
科
・
実
技
試
験
日
は
、
各
検
定
科

　

目
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　
　
　
　
　
　

℡
（
２
２
）
５
２
１
４



10月の行事予定

2 0 1 4  C A L E N D A R

Lake Yamanakako

四季新鮮
　出あい感動

月の行事予定

午前 a.m．／ 午後 p.m．

可燃物・不燃物・PET ボトル収集日＝ a.m. ８：３０までに指定の場所に出してください。
図書館 = 山中湖情報創造館 開館時間（ a.m. ９：３０～ p.m. ９：００)

持込（可燃・不燃）＝クリーンセンターへ直接搬入可能日（ a.m. ９：００～１１：００ 　p.m. １：００～４：００ ）　

       戸籍の窓    ８月届出分（敬称略）

   

氏　

名　
　
　
　

       

保
護
者

   

羽
田　

千ち
な
つ夏　
　
　
　

明
仁

   

高
村　

喜き
ら
の
す
け

楽
之
助　
　

直
喜

   

蓬
田　

宙そ
ら
ら楽　
　
　
　

正
和

   

山
﨑　

凪な
ぎ
と都　
　
　
　

敬
介

   

伊
藤　

藏く
ら
ん
ど人　

　
　
　

泰
藏

   

大
森　

優ゆ
う
な菜　
　
　
　

光
浩

   

吉
川　

夏な
つ
め馬　

　
　
　

朋
樹

   

鈴
木　

連れ

お央　
　
　
　

勝
久

   

阿
部　

楓ふ
う
か夏　

　
　
　

誠
也

   

高
村　

凜り
ん　

　
　
　
　

和
記

お
め
で
と
う（
誕
生
）

氏　

名　
　
　

    

歳　

届
出
人

石
橋　

俊
夫　
　

（73）　

実

お
く
や
み
（
死
亡
）

「広報やまなかこ」は資源保護とリサイクル促進のため再生紙を使用しています。

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

氏　

名　
　
　
　

  　

地
区
名　

中
村　

岳
史　

岡
村　

洋
子　

｝　　

山
中

坂
本　

博
紀　

矢
嶋　

志
帆　

｝　　

山
中

日　SUN 月　MON 火　TUE 水　WED 木　THU 金　FRI 土　SAT

1仏滅 2大安 3赤口 4先勝

村民体育祭
 開会式 a.m.8:30 ～

（雨天順延２日）

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

　  ＰＥＴ収集日
      可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

元気いっぱい山中湖
健康診査 a.m.8:00 ～

　 
     可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

ネイチャールーム
(P14)

5友引 6先負 7仏滅   8大安   9赤口   10先勝   11友引

エコウォーク (P23)
第７回富士山・山中
湖チャリティー駅伝

　
　 立入日

元気いっぱい山中湖
健康診査 a.m.8:00 ～

　可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

元気いっぱい山中湖
健康診査 a.m.8:00 ～

　 
　不燃物収集日
　 持込（可燃のみ）

一斉清掃 a.m.6:00 ～
乳児健康相談（P26)
元気教室（山中 P20）

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

元気教室（平野 P20）

　

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

献血 (P23)

 　
　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

サイエンス・カフェ
(P14)

  12先負   13仏滅   14大安   15赤口   16先勝   17友引   18先負

エコウォーク (P23）
オーレ Talk（P14)

　 立入日

体育の日
電子書籍説明会
(P14)

 

立入日
　 不燃物収集日
　 持込（可燃のみ）

元気教室（山中 P20）

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

元気教室（平野 P20）
記帳相談日 (P26)

　 ＰＥＴ収集日
　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

地域リサイクル役場
駐車場
a.m.9:00 ～ 11:00

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

三島由紀夫文学館
レイクサロン (P15)

  19仏滅   20大安    21赤口   22先勝   23友引   24先負   25仏滅

山中湖ボランティア
まつり (P22)
フ リ ー マ ー ケ ッ ト・
おはなしタイム
図書館でレゴ (P14)

　 立入日

長寿会いきがいバス
旅行 ( ～ 21 日）

　 
 　可燃物収集日
      持込（可・不燃）

                       　
 　 
      不燃物収集日
　 持込（可燃のみ）

一斉清掃 a.m.6:30 ～
元気教室（山中 P20）

　 　

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

元気教室（平野 P20）

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

男性の料理教室 (P20)
合同相談日 (P12)
紅葉まつり (P24)

（～ 11 月 9 日）
 

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

サイエンス・カフェ
(P14)

  26大安   27赤口   28先勝　  29友引　    30先負   31仏滅

　立入日
　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

中学校マラソン大会

     　

　 不燃物収集日
　 持込（可燃のみ）

元気教室（山中 P20）
２歳児歯科健診

（P26）

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

元気教室（平野 P20）

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

　

      可燃物収集日
      持込（可・不燃）

山中湖村の人口と世帯
平成 26 年９月 1 日現在（　）は前月比

総人口……5,908 人（＋ 7 人）
　　　　　内 外国人 141 人（＋ 2 人）
　男　……2,946 人（＋ 1 人）
　女　……2,962 人 ( ＋ 6 人）
世　帯……2,316 世帯（－ 1 世帯）

編集室から
　広報山中湖では、村民

の皆さんの身近な明るい

話題・ご意見等を募集し

ています。役場広報係ま

でお寄

せくだ

さい。




